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主なもくじ

平成31年１月７日（月）、丹波山村の各地区において、新春恒例のお松引きが行われました。
お祭りに参加した人達は皆、今年１年が無病息災、五穀豊穣と幸多からんことを祈願して、
力の限りお松様を引きました。
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■平成29年度各会計の決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（単位：千円）
（単位：千円）会　　　　計 歳　　入 歳　　出 繰越すべき財源 実質収支

一般会計 1,738,563 1,340,841 10,441 387,281

国保（事業） 132,815 131,975 0 840

国保（直診） 80,162 79,389 0 773

簡易水道 40,061 35,953 0 4,108

水源の里 18,819 18,305 0 514

下水道 166,426 151,038 0 15,388

有線テレビ 5,903 5,798 0 105

教育奨励資金 5,484 300 0 5,184

介護保険 124,734 112,696 0 12,038

介護サービス 470 171 0 299

温泉事業 339,946 339,288 0 658

後期高齢者医療 13,556 11,212 0 2,344

平成29年度  決 算
　平成29年度の決算がまとまり、決算監査を
経て、9月定例議会に提出され認定されました。

　一般会計の歳入総額は17億3,856万２千円（平
成28年度は17億9,806万８千円）、歳出総額は13
億4,084万円（平成28年度は13億7,357万２千円）
でした。
　昨年度の主な事業は温泉施設改修工事、高尾
村営住宅新築工事、押垣外線補修工事、小峰浄
水場更新工事実施設計業務委託などです。
　なお、平成30年度に繰り越される1,044万１千
円を差し引くと実質収支は３億8,728万１千円と
なります。

歳入 17億3,856万2千円
歳出 13億4,084万円

一般会計
決算

■一般会計歳出決算の内訳　　　（単位：千円）■一般会計歳入決算の内訳　　　（単位：千円）

議会費 26,169（2.0%）

民生費
173,816

（13.0%）

総務費
201,711（15.0%）

衛生費
62,313

（4.6%）

農林水産業費
119,669（8.9%）

商工費
106,186（7.9%）

土木費
284,288（21.2%）

消防費
61,329

（4.6%）

諸支出金
108,213（8.1%）

公債費 107,020（8.0%）

災害復旧費
0（0.0%）

教育費
90,126

（6.7%）

村税 50,357（2.9%）

地方譲与税等
16,069（0.9%）

地方交付税
838,687（48.2%）

国県支出金
71,747（4.1%）

使用料及び手数料
10,953（0.6%）

村債
174,415（10.0%）

その他 23,087（1.3%）

諸収入
126,887（7.3%）

繰越金
424,496

（24.4%）

分担金及び負担金
1,864（0.1%）
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、地方公共
団体の財政危機の早期発見と健全化を促すことを目的とし、財

政健全化判断比率及び資金不足比率の公表を義務付けています。丹波山村の平成29年度の決算における財
政指標は次のとおりです。いずれの比率も国で示す基準値を下回り、財政の健全化が確保されています。

　平成29年度決算における健全化判断比率及び資金不足
比率について村監査委員により審査が行われ9月定例村
議会に報告されました。

早期健全化基準とは…健全化判断比率のうち、この基準を一つでも上回ると「財政健全化段階」となり財
政健全化計画を策定し、議会の議決を要します。

財 政 再 生 基 準 と は…健全化判断比率のうち、この基準を一つでも上回ると「財政再生段階」となり財政
再生計画を策定し、議会の議決を要します。

■財政健全化判断基準

指　　標 29年度比率 早期健全化
基準

財政再生
基準 説　　明

実質赤字比率 赤字なし １５％ ２０％ 一般会計の実質収支額が赤字の場合、標準的な財
政規模に対する赤字額の割合を示す比率

連結実質赤字比率 赤字なし ２０％ ３０％ 全会計を対象とした実質収支額が赤字の場合、標準的
な財政規模に対する赤字額の割合を示す比率

実質公債費比率 ３. ５％ ２５％ ３５％ 一般会計等から支出する元利償還金などの標
準的な財政規模に対する比率

将来負担比率 赤字なし ３５０％ ― 一般会計等が将来負担するべき実質的な負債
の標準的な財政規模に対する比率

■資金不足比率
特別会計 資金不足比率 経営健全化基準 説　　明

簡易水道事業 資金不足なし
２０％

公営企業会計ごとの収入と支出の差引が赤
字の場合の、事業規模に対する資金不足額
の割合を示す指標特定環境保全下水道事業 資金不足なし

財政健全化
指標の公表

　下組の坂本フジエさんが平成30年9月25日に、押垣外の青栁始さんが平成31年1月
13日に、それぞれ90歳のお誕生日を迎えられ、村から記念品等を贈呈しました。
　当日は訪問した村長・老人クラブ会長と昔話や日常生活などに話を弾ませていました。
　これからも健康にご留意され、いつまでも、お元気で。

▲ 青栁　始さん（押垣外） ▲ 坂本フジエさん（下組）



	 第 164 号	 広　報　　た　　ば　　や　　ま	 （4）

■
一
般
質
問

質
問
内
容

「
相
次
ぐ
異
常
気
象
に
備
え
た
危
機
管
理
」

「
新
庁
舎
建
設
へ
の
取
組
と
資
金
の
算
出
」

「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
温
泉
事
業
の
運
営
」

「
小
峰
山
浄
水
場
の
改
修
事
業
」

質
問
者
　
白
木
昭
一
議
長

「
丹
波
山
村
の
水
道
施
設
の
動
向
に
つ
い
て
」

「
村
長
と
語
る
会
の
成
果
」

「
観
光
立
村
を
見
据
え
た
合
宿
招
致
の
推
進
」

「
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
商
品
券

の
販
売
」

「
過
疎
化
地
域
の
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
」

質
問
者
　
守
屋
保
志
議
員

■
条
例
改
正

　
丹
波
山
村
税
条
例
改
正

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
回
）
は
、
７
，
１
７
３
万
７
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
額
は
、
15
億
５
４
９
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
右
表

の
と
お
り
で
す
。

　■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
回
）
は
、
43
万
２
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
額
は
１
億
１
，

１
１
７
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
８
月
に
高
額
医
療
費
制
度
が
改
正

さ
れ
70
歳
以
上
の
負
担
が
変
更
に
な
る
た

め
シ
ス
テ
ム
改
修
の
費
用
で
す
。

■
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
は
８
２
６
万
１
千
円
を
追
加
し

補
正
後
の
予
算
総
額
は
１
億
１
，
８
１
１

万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

小
峰
山
浄
水
場
改
修
工
事
を
発
注
す
る
に

あ
た
り
、
設
計
管
理
業
者
及
び
工
事
施
工

業
者
の
両
者
を
役
場
の
立
場
に
立
っ
て
管

理
し
て
い
た
だ
く
方
の
報
酬
42
万
円
と
保

之
瀬
災
害
関
連
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
伴

う
水
道
施
設
工
事
、
測
量
設
計
委
託
費
７

８
４
万
１
千
円
で
す
。

■
有
線
テ
レ
ビ
放
送
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施
設
補
正

予
算
（
第
１
回
）
は
95
万
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
１
，
０
１
７
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
C
A
T
V

シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
た
め
の
委
託
料

で
す
。

■
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

村 議 会
９月定例会

　村議会の９月定例会は、
平成30年９月12日に開会し、
14日に閉会いたしました。
　審議した案件は、平成30
年度補正予算、平成29年度
決算認定、教育委員会委員
の任命、条例案、小峰山浄
水場更新工事請負契約の締
結、報告など21件が提出さ
れ、全て原案のとおり可決、
認定されました。

　12月13日（木）、丹波中学校生徒による「こども議会」
が本物の村議会場所を使用し行われました。
　今回は昨年までと趣向を変え、生徒達が村議会議員の
皆さんに向け村をもっと良くするためのアイデアを発表
しました。

子 ど も 議 会
▶ 

芦
澤
優
希
く
ん
の
発
表

主な歳入　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区　分 補正額 主　な　内　容

県 支 出 金
2,244 農林水産業費県補助金

2,000 土木費県補助金

繰 越 金 67,493 前年度繰越金

計 71,737

主な歳出　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区　分 補正額 主　な　内　容

総 務 費 2,927
弁護士費用	 500
救急用衛星携帯購入	 300
役場ＰＣリース	 252
有線テレビ繰出金	 950

民 生 費 1,804 福祉センター修繕	 1,404
保育所遊具修繕	 200

衛 生 費 7,841 簡易水道繰出金	 7,841

農林水産業費 3,068 森林整備事業委託料	 2,630

商 工 費 33,952
温泉会計繰出金	 3,192
七ツ石小屋委託料	 2,760
やまびこ橋、ふれあい橋修繕	 28,000

土 木 費 17,600 道路修繕	 3,500
空き家対策費	 13,000

消 防 費 4,195 救助装備購入費	 1,000
Ｊ−ＡＬＥＲＴ整備費	 2,475

教 育 費 350 学校、給食センター賃金	 350

一般会計補正予算の内訳
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（
第
１
回
）
は
１
１
１
万
３
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
１
億
３
，
７
１
２
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
平

成
29
年
度
介
護
給
付
費
交
付
金
３
，
０
６
８

万
３
千
円
に
対
し
、
実
績
が
２
，
９
５
５
万

円
で
あ
っ
た
た
め
、
１
１
３
万
３
千
円
を
還

付
す
る
も
の
で
す
。

■
温
泉
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
温
泉
会
計
補
正
予
算
（
第

３
回
）
は
３
１
９
万
２
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
２
億
２
，
７
７
８

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容

は
、
臨
時
職
員
の
労
働
保
険
及
び
前
年
度

の
消
費
税
確
定
に
伴
う
公
課
費
で
、
総
務

費
の
内
一
般
管
理
費
の
役
務
費
９
万
２
千

円
、
消
費
税
及
び
車
両
重
量
税
の
公
課
費

を
３
１
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
一
般
質
問

質
問
内
容

「
荒
廃
農
地
の
現
状
と
そ
の
告
知
」

「
農
地
最
適
化
の
指
針
と
取
組
み
」

「
特
産
品
と
し
て
の
マ
イ
タ
ケ
の
栽
培
」

質
問
者
　
守
屋
保
志
議
員

■
条
例
制
定

　
丹
波
山
村
職
員
の
修
学
部
分
休
業
及
び

高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

　
丹
波
山
村
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に

関
す
る
条
例

　
丹
波
山
村
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に

関
す
る
条
例
に
関
す
る
条
例

■
条
例
改
正

　
丹
波
山
村
給
与
条
例

　
丹
波
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
回
）
は
、
２
，
７
２
７
万
８
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
額
は
、
15
億
３
，
２
７

７
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
回
）
は
、
１
，
０
０
９
万
２

千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
額
は
１

億
２
，
１
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
、
保
険
給
付
費
の
療
養
諸
費
、

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
を
４
０
０
万

円
、
高
額
医
療
費
の
一
般
被
保
険
者
高
額

療
養
費
を
６
０
０
万
円
追
加
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
は
昨
年
度
に
比
べ
医
療
費
が
増

加
し
た
た
め
に
よ
る
追
加
で
す
。
ま
た
、

直
進
勘
定
補
正
予
算
は
、
８
万
３
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
は
８
，
９
０
２
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
給
与
条

例
改
正
に
よ
る
追
加
で
す
。

■
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）
は
４
０
８
万
９
千
円
を
追
加
し

補
正
後
の
予
算
総
額
は
１
億
２
，
２
２
０

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

保
之
瀬
水
道
施
設
移
設
工
事
実
施
設
計
に

伴
う
管
理
業
務
の
報
酬
、
水
道
施
設
修
繕

及
び
薬
品
購
入
費
で
す
。

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

は
７
万
６
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
２
億
２
，
４
１
５
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
給
与
条
例

改
正
に
よ
る
追
加
で
す
。

■
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）
は
４
４
０
万
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
１
億
４
，
１
５
２
万
１

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
当
初
予
算
見
込
み
よ

り
増
加
し
た
た
め
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
と
し
て
１
４
０
万
円
、
介
護
保
険

施
設
へ
の
入
所
者
が
当
初
見
込
み
よ
り
増
加

し
た
た
め
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
３

０
０
万
円
が
主
た
る
も
の
で
す
。

■
温
泉
会
計
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
温
泉
会
計
補
正
予
算
（
第
４

回
）
は
５
７
１
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
を
２
億
３
，
３
４
９
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
給
与

条
例
改
正
に
よ
る
追
加
と
燃
料
、
電
気
代
の

３
８
５
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
補
正
予
算

　
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
回
）
は
54
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
１
，
３
７
４
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
徴
収

費
の
後
期
高
齢
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
委
託

料
を
54
万
円
追
加
す
る
も
の
で
す
。

☆
村
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
次
回
の
定
例
会
は
３
月
６
日
の
開
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
村
議
会
は
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　村議会の12月定例会は、平
成30年12月７日に開会し、同
日閉会いたしました。
　審議した案件は、平成30年
度補正予算、人権擁護委員の
推薦、条例案、請願など14件
が提出され、全て原案のとお
り可決、認定されました。

12月定例会

主な歳入　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区　分 補正額 主　な　内　容

教育費負担金 235 給食費

繰 越 金 27,043 前年度繰越金

計 27,278

主な歳出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区　分 補正額 主　な　内　容

総 務 費 9,434 職員給与費	 5,813
旅費研修費	 300

民 生 費 2,633
介護保険特別会計繰出金	 550
保育所賃金	 500
途中入所児需用費	 350
国民年金システム改修	 324

衛 生 費 825 簡易水道繰出金	 739

農林水産業費 1,037 交流センター修繕	 950

商 工 費 5,664 温泉会計繰出金	 5,563

消 防 費 1,418 ＰＣ購入	 400
アンテナ移設費	 1,003

教 育 費 6,267
特別職給与費	 1,584
中学校ベランダ修理	 972
村単教員給与	 1,620
給食費償還金	 235

一般会計補正予算の内訳
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会　　計　　名 予算額 収入済額 収入率（％） 支出済額 支出率（％）
国民健康保険特別会計事業勘定 111,178 38,570 34.7 44,149 39.7
国民健康保険特別会計直診勘定 88,938 13,923 15.7 35,653 40.1
簡易水道事業特別会計 118,112 5,069 4.3 10,884 9.2
教育奨励資金特別会計 1,205 541 44.9 0 0.0
水源の里保健休養施設事業特別会計 25,968 11,879 45.7 9,367 36.1
特定環境保全公共下水道事業特別会計 224,083 18,005 8.0 50,034 22.3
有線テレビ放送施設事業特別会計 10,179 1,838 18.1 482 4.7
介護保険特別会計 137,121 51,137 37.3 52,801 38.5
温泉事業特別会計 227,781 83,462 36.6 93,451 41.0
介護サービス事業特別会計 412 364 88.3 43 10.4
後期高齢者医療特別会計 13,204 4,772 36.1 4,283 32.4

計 958,181 229,560 24.0 301,147 31.4

科　　　目 予算額 収入済額 収入率（％）
村税 45,596 31,191 68.4

地方譲与税等 13,072 7,530 57.6

地方交付税 608,000 454,775 74.8

分担金・負担金 1,501 1,043 69.5

使用料・手数料 10,384 5,433 52.3

国庫支出金 34,775 6,475 18.6

県支出金 27,993 2,143 7.7

財産収入 1,503 2,739 182.2

寄付金 20,850 118 0.6

繰入金 343,925 0 0.0

繰越金 98,522 397,722 403.7

諸収入 187,378 1,683 0.9

村債 112,000 30,800 27.5

計 1,505,499 941,652 62.5

科　　　目 予算額 支出済額 支出率（％）
議会費 27,989 12,709 45.4

総務費 313,692 89,006 28.4

民生費 211,035 60,940 28.9

衛生費 90,460 14,410 15.9

農林水産業費 72,436 17,822 24.6

商工費 139,613 26,396 18.9

土木費 321,223 54,419 16.9

消防費 77,641 5,331 6.9

教育費 124,172 45,946 37.0

災害復旧費 0 0 0.0

公債費 125,238 55,572 44.4

諸支出金 0 0 0.0

予備費 2,000 0 0.0

計 1,505,499 382,551 25.4

  特別会計予算の収支状況

【歳　出】　 　　　　　　　　  （単位：千円・％）【歳　入】　 　　　　　　　　　   （単位：千円・％）
  一般会計予算の収支状況

（単位：千円・％）

平成30年9月30日現在

平成30年度上半期

予 算 執 行 の 状 況

　一般会計では、予算額15億549万９千
円に対して収入額は９億4,165万２千円で
収入率は62.5% でした。支出済額は３億
8,255万１千円で支出率は25.4% となって
います。
　特別会計では予算額９億5,818万１千円
に対して収入額は２億2,956万円で収入率
は24.0% でした。支出済額は３億114万７
千円で支出率は31.4% となっています。
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村村 民民 体体 育育 祭祭

おお
松松
引引
きき

　10月７日（日）、村民グラウンドにおいて「村民
体育祭」が行われました。
　天候に恵まれ爽やかな秋空の下、子どもから
お年寄りまで総参加しました。綱引きや各種団
体リレーでは、今年も熱い戦いが繰り広げられ、
会場は盛り上がりました。

　平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）、
丹
波
山
村
の
お

正
月
の
風
物
詩
・
お
松
引
き
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
は
奥
秋
、
押
垣
外
の
各
地
区
で
、
午

後
に
は
丹
波
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
催
日
は
数
年
振
り
に
平
日
と
な
り
ま
し
た
が

た
く
さ
ん
の
方
々
が
村
内
外
か
ら
訪
れ
、
冬
の
寒

さ
を
吹
き
飛
ば
す
元
気
で
賑
や
か
な
お
松
引
き
と

な
り
ま
し
た
。
天
気
も
味
方
に
つ
け
、
重
い
重
い

お
松
様
を
参
加
者
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
引
っ
張

り
、
前
へ
前
へ
と
歩
み
進
め
ま
し
た
。

　お
囃
子
に
木
遣
り
の
歌
が
流
れ
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
願
い
、
道
祖
神
を
目

指
し
て
み
ん
な
で
運
ん
だ
ソ
リ
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
１
日
。

　丹
波
の
１
年
が
始
ま
る
新
春
恒
例
の
伝
統
行
事
。

　こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
丹
波
山
に
在
り
続
け
ま
す
。

▲ 中学生によるソーラン節

▲ メロンパンとれるかな？ ▲ タンカリレー　重いけど頑張って運びました！

▲ 最後はジャンケン大会

▲ もうすぐ終点です

▲ 奥秋のお松引き

▲ 押垣外のお松引き

▲ 今年も大勢の人でにぎわいました
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▲ 芦澤　広規さん

▲ 田中　結衣さん

▲ 青栁　龍宙さん

▲ 嶋﨑　愛美さん

▲ 廣瀬　友作さん

▶ 

み
ん
な
で
バ
ン
ザ
ー
イ
！

▲ 恩師とも久々の再会

　９月16日（日）、丹波小学校校庭におい
て「丹波小中学校合同運動会」が開催さ
れました。「笑顔！団結！！全力！！！絆で
つながる丹波っ子（TBK26）」をスローガ
ンのもと、赤組・白組に別れての熱戦が繰り広げられました。
　小学校の全児童は13名、中学校も全校生徒13名と少ないです
が、保育所児童９名も参加し、丹波山の子どもたちの笑顔が輝い
ていました。

　９月16日（日）、丹波中学校では「百花繚乱」をテーマに
「第50回清流祭」が開催されました。
　午前中は「丹波小中学校合同運動会」のため午後からの
開催になりましたが、全校生徒13名が力を合わせて、全校
音楽、学年発表など、日頃の努力の成果を発揮し、伝統ある
清流祭を盛り上げました。

丹丹 波波 中中 学学 校校 清清 流流 祭祭

丹丹 波波 小小 中中 運運 動動 会会

▶ 

伝
統
の
全
校
音
楽

平
成
31
年

平
成
31
年

　１
月
２
日
（
水
）、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
平
成
31
年
成
人
式

が
厳
粛
か
つ
晴
れ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　今
年
の
成
人
式
は
女
子
２
名
、

男
子
３
名
で
平
成
10
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

産
ま
れ
た
若
者
達
で
す
。

丹丹

新成人のみなさん、
おめでとうございます。
新成人のみなさん、
おめでとうございます。

波波
山山
村村
成成
人人
式式

▲ 上手くくぐれるかな？

▲ ミニオンズがやってきた☆

▲ おんぶして一生懸命
走ります！

▶ 

全
員
リ
レ
ー
は
今
年
も
白
熱
！

▲ ３年生の発表

▲ ２年生の発表
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▲ 芦澤　広規さん

▲ 田中　結衣さん

▲ 青栁　龍宙さん

▲ 嶋﨑　愛美さん

▲ 廣瀬　友作さん

▶ 

み
ん
な
で
バ
ン
ザ
ー
イ
！

▲ 恩師とも久々の再会

　９月16日（日）、丹波小学校校庭におい
て「丹波小中学校合同運動会」が開催さ
れました。「笑顔！団結！！全力！！！絆で
つながる丹波っ子（TBK26）」をスローガ
ンのもと、赤組・白組に別れての熱戦が繰り広げられました。
　小学校の全児童は13名、中学校も全校生徒13名と少ないです
が、保育所児童９名も参加し、丹波山の子どもたちの笑顔が輝い
ていました。

　９月16日（日）、丹波中学校では「百花繚乱」をテーマに
「第50回清流祭」が開催されました。
　午前中は「丹波小中学校合同運動会」のため午後からの
開催になりましたが、全校生徒13名が力を合わせて、全校
音楽、学年発表など、日頃の努力の成果を発揮し、伝統ある
清流祭を盛り上げました。

丹丹 波波 中中 学学 校校 清清 流流 祭祭

丹丹 波波 小小 中中 運運 動動 会会

▶ 

伝
統
の
全
校
音
楽

平
成
31
年

平
成
31
年

　１
月
２
日
（
水
）、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
平
成
31
年
成
人
式

が
厳
粛
か
つ
晴
れ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　今
年
の
成
人
式
は
女
子
２
名
、

男
子
３
名
で
平
成
10
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

産
ま
れ
た
若
者
達
で
す
。

丹丹

新成人のみなさん、
おめでとうございます。
新成人のみなさん、
おめでとうございます。

波波
山山
村村
成成
人人
式式

▲ 上手くくぐれるかな？

▲ ミニオンズがやってきた☆

▲ おんぶして一生懸命
走ります！

▶ 

全
員
リ
レ
ー
は
今
年
も
白
熱
！

▲ ３年生の発表

▲ ２年生の発表



	 第 164 号	 広　報　　た　　ば　　や　　ま	 （10）

　
平
成
30
年
10
月
１
日
お
よ
び
平
成
31
年

１
月
１
日
付
で
村
職
員
の
人
事
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。
新
し
い
配
置
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
　
）
内
は
旧
配
置
と
職
名

■
配
置
換
え
　
10
月
１
日
付

▼
新
庁
舎
建
設
室
主
査
（
総
務
課
主
査
）

　
中
村
　
達
也

▼
総
務
課
主
査
（
振
興
課
主
査
）

　
岡
部
　
英
利

▼
総
務
課
主
任
（
住
民
生
活
課
主
任
）

　
雨
宮
　
真
澄

▼
温
泉
観
光
課
主
事

　（
観
光
施
設
担
当
課
主
事
）

　
瀧
本
　
清
明

▼
住
民
生
活
課
主
事
（
総
務
課
主
事
）

　
風
間
　
奈
央

■
退
職
　
10
月
３
日
付

　
観
光
施
設
担
当
課
長
　
吉
野
　
一
也

■
配
置
換
え
　
１
月
１
日
付

▼�

住
民
生
活
課
長
兼
新
庁
舎
建
設
室

　
担
当
課
長
（
住
民
生
活
課
長
）

　
長
谷
川
達
弥

▼
振
興
課
業
務
員
（
住
民
生
活
課
業
務
員
）

　
舩
木
　
健
一

■
退
職
　
12
月
31
日
付

　
振
興
課
主
任
　
中
間
　
正
藏

村
職
員
の

人
事
異
動
に
つ
い
て

　
11
月
１
日
よ
り
新
し
い
役
場
臨
時
職
員

が
加
わ
り
ま
し
た
。
狩
猟
の
村
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
貫
名
真
太
郎
で
す
。

　
兵
庫
県
洲
本
市
出
身
の
29
歳
、
奥
秋
地

区
に
移
住
し
て
来
ま
し
た
。

　
11
月
１
日
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り

組
ん
で
い
る
藤
山
究
で
す
。

　
東
京
都
小
笠
原
村
出
身
の
46
歳
、
奥
秋

地
区
に
移
住
し
て
来
ま
し
た
。

　
２
人
共 

、
村
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！ 新

し
い
臨
時
職
員

　 

貫ぬ
き
な名 

真し
ん
た
ろ
う

太
郎
で
す

新
し
い
臨
時
職
員

　
　
　
藤ふ

じ
や
ま山

　
究き

わ
む
で
す

移動消防学校移動消防学校防災訓練防災訓練

三か町村
模擬火災訓練
三か町村

模擬火災訓練

　10月21日（日）、小菅村グラウンドに
おいて、平成30年度の移動消防学校が
行われました。
　本年も、小菅村と合同で実施され小
型ポンプ操法などを披露し、日頃の訓
練の成果を発揮しました。また、教官の
鋭い指導もあり、気合いを注入できた１
日でした。

　11月11日（日）、丹波山村内にて三か
町村模擬火災訓練が行われました。２
年に１度のこの訓練、今回は本村を発災
地点とし、小菅村、奥多摩町の消防団と
ともに訓練をしました。

　11
月
11
日
（
日
）、
丹
波
中
学
校
体
育
館
に
て

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
災
害

図
上
訓
練
を
中
心
に
、
各
地
区
ご
と
に
分
か
れ
て

訓
練
を
行
い
、
防
災
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

▲ 有事に備えてみんなで話し合いました

▲ 消防士さんの説明
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◆
乙
種
功
労
表
彰

　
第
１
部
　
班
　
長
　
　
嶋
﨑
　
竜
馬

◆
東
部
支
部
長
表
彰

　
第
１
部
　
団
　
員
　
　
瀧
本
　
清
明

◆
消
防
関
係
功
労
者

　
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
第
２
部
　
部
　
長
　
　
岡
部
　
直
也

◆
山
梨
県
防
犯
協
会

　
上
野
原
支
部
長
表
彰

　
第
１
部
　
団
　
員
　
　
雨
宮
　
真
澄

◆
35
年
勤
続
表
彰

　
本
　
部
　
指
揮
隊
長
　
橋
詰
　
　
修

　
第
２
部
　
団
　
員
　
　
小
林
　
弘
幸

◆
30
年
勤
続
表
彰

　
第
１
部
　
団
　
員
　
　
安
藤
　
敬
司

　
第
１
部
　
団
　
員
　
　
岡
部
　
栄
久

◆
25
年
勤
続
表
彰

　
本
　
部
　
団
　
員
　
　
芦
澤
将
一
郎

　
本
　
部
　
団
　
員
　
　
長
谷
川
達
弥

　
第
１
部
　
団
　
員
　
　
河
村
　
　
仁

　
第
１
部
　
団
　
員
　
　
守
岡
　
公
壽

◆
20
年
勤
続
表
彰

　
第
２
部
　
団
　
員
　
　
小
林
　
史
明

平
成
31
年
丹
波
山
村
消
防
団
出
初
式
表
彰
者
　
　  

　
　
　（
敬
称
略
）

山
梨
県
消
防
協
会
表
彰

団
長
表
彰

　
1
月
13
日
（
日
）、
丹
波
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て

平
成
31
年
丹
波
山
村
消
防
団
出
初
式
が
、
盛
大
か
つ

晴
れ
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
場
か
ら
堂
々
の
市
中
行
進
の
後
、
式
典
が
行
わ

れ
、
団
長
訓
示
、
村
長
告
示
、
放
水
披
露
な
ど
日
々

の
訓
練
の
成
果
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
で
は
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
消
防

団
員
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
に
た
く
さ
ん
の
ご
奉
志
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

丹波山村

消防団出初式

平成31年
▶ 

中
学
校
ま
で
団
員
の
行
進

▶ 

今
年
も
無
火
災
で

▲ 川原での放水披露
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まいたけ祭
　９月30日（日）、まいたけ祭りが開催されました。会場を道
の駅から交流センターへ移し、今が盛りの原木まいたけが勢
揃い。

　丹波山ならのでは美味しい秋の味覚を楽しみにたくさんの
人々でにぎわい、まいたけの販売は大変好評で午前中のうち
に品切れとなってしまいました。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

収穫祭
　11月３日（土）、道の駅にて「秋の大収穫祭」が開催され

ました。新そばや特産物を振る舞い、普段なかなか聞くこと

ができないお客様の声や「丹波山村の四季」も大型テレビ

で放映するなど新しい試みも加え、秋の丹波山村がより一

層にぎやかになりました。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

地域の出来事

保育所クリスマス会
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

風の子スキー教室
　１月８日（火）・１月９日（水）、長野県白馬のコルチナスキー
場で風の子スキー教室が行われました。

　１日目夜から２日目朝にかけ長野県は大雪でしたが新雪の
上で子どもたちは元気いっぱいにスキーを楽しみました。

▲ 寒い中しっかり練習しました

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　12月22日（土）、
丹波山村保育所に
おいてクリスマス
お楽しみ会を実施
しました。保育所
児11人のかわいい
歌の発表などがあ
りました。
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　9月29日（土）、甲府市の小瀬スポーツ
公園などで、いきいき山梨ねんりんピッ
ク2018が開催されました。
　生憎の雨のため、本村が出場予定だっ
たゲートボールは中止になってしまいましたが、輪投げ、グラウンドゴ
ルフの2種目に出場しました。出場された皆さんは、それぞれに気持ちの
良い汗をかいていました。

いきいき山梨ねんりんピック2018いきいき山梨ねんりんピック2018

▲ 高得点狙って一投！

▲ 小雨の中でのグラウンドゴルフ、
頑張りました

大月税務署
からのお知らせ

開設期間 会　場 所　在　地 時　　　間

2 月 18日（月）～
3月 15日（金）
※土、日を除きます。

大月税務署
３　階

大月市御太刀2－8－10
大月地方合同庁舎

【受付】午前8時30分から午後4時
　　　（提出は午後5時まで）
【相談】午前9時から午後5時

申告書作成会場の開設期間

医療費控除について マイナンバーの記載について

▶問合せ先　〒401-8502  大月市御太刀2－8－10
　☎0554（22）3151（代表）
　※お電話は、自動音声によりご案内しており、
　　担当者がご用件にお答えします。

※詳しくは、国税庁ホームページ
　（www.nta.go.jp）をご覧ください。

○　上記期間以外は、税務署の申告書作成会場は開設してい
ませんのでご了承ください。

○　会場開設日及び申告書提出期限間際は、大変な混雑が予
想されますのでご了承ください。

○　当署の駐車スペースには限りがございますので、極力お
車での来署はご遠慮ください（駐車の際、お待ちいただく
場合があります。）。

○　税務署内には、コピー機及び公衆電話はありませんので
ご了承ください。

○　会場が混雑している場合には、受付を早めに締め切るこ
とがありますので、なるべくお早めにお越しください。

※１　医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があります。
（税務署から求められたときには、提示又は提出しなけれ
ばなりません。）

※２　医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明
細の記入を省略できます。

（医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費の
お知らせ」などです。）

（注）平成29～31年分までの確定申告については、医療費の領
収書の添付又は提示によることもできます。

医療費控除は領収書が提出不要となりました
マイナンバーの記載が必要です!!

マイナンバー
の記載

本人確認書類の
提示又は写しの添付

国税に関するマイナンバー制度の最新情報

または

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、

申告手続などには

が必要です！

申告書や申請書等には

医療費控除 検索 国税庁　マイナンバー 検索

平成29年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに

“医療費控除の明細書”の添付が必要となりました。
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女
性
が
生
涯
を
通
じ
、
健
康
で
明
る
く
、

自
立
し
た
充
実
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
る
為
に
、
国
民
運
動
と
し
て
「
女
性

の
健
康
週
間
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

女
性
の
皆
さ
ん
、
仕
事
、
家
事
、
育
児
で

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
女
性
の
体
は
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
で
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
女
性
ら
し
い
体
型
を

作
り
、
生
殖
機
能
を
発
達
さ
せ
、
生
活
習

慣
病
や
骨
粗
し
ょ
う
症
か
ら
身
を
守
る
な

ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
思
春
期
・
成
熟

期
・
更
年
期
等
、
生
涯
に
渡
り
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

が
影
響
す
る
こ
と
で
、
心
身
の
不
調
や
女

性
特
有
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
体
や
心

の
変
化
を
知

り
、
上
手
に

セ
ル
フ
ケ
ア

を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
耳
は
、
生
活
の
中
で
外
か
ら
の
音
の
情
報

を
知
る
為
の
大
切
な
器
官
で
す
。
し
か
し
、

耳
の
健
康
に
つ
い
て
は
、「
聞
こ
え
」
が
悪

く
な
っ
た
り
、
症
状
が
出
る
ま
で
あ
ま
り
気

に
な
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
耳
の
病
気
に
は
、
あ
る
日
突
然
原
因

不
明
で
片
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
る
「
突
発
性

難
聴
」
や
耳
の
奥
の
炎
症
に
よ
る
「
中
耳
炎
」

等
、
早
め
に
治
療
し
な
い
と
「
聞
こ
え
」
の

レ
ベ
ル
が
下
が
っ
た
ま
ま
の
状
態
に
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
耳
の
健
康

に
つ
い
て
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
耳
に
は
、
①
音
を
集
め
、
音
を
聞
く
　

②
体
の
傾
き
や
回
転
を
感
じ
る
役
割
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
役
割
を
保
つ
為
に
、
①
大
き
な
音

が
す
る
場
所
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
大
音
響
を

避
け
る
　
②
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
　
③
運
動
・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

を
続
け
る
　
④
良
質
な
休
養
（
睡
眠
）
を

取
る
　
⑤
年
に
１
回
「
聴
力
検
査
」
を
受

け
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
本
村
で
は
、
こ
こ
数
年
、
自
ら
命
を
絶
た

れ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

自
殺
の
多
く
は
、
本
人
が
そ
う
判
断
す
る

し
か
な
い
状
態
に
「
追
い
込
ま
れ
た
結
果
」

で
す
。
様
々
な「
生
き
づ
ら
さ
」を
減
ら
し
、

誰
も
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い
社
会
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
の
周
り
の
大
切
な
人
が
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
周
囲
に
サ

イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
人
の
自

殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
そ
の
人
の
話
を

受
け
止
め
て
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
で
自

殺
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
気
づ
き

　�

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
様
子
が
い
つ
も

と
違
う
？

●
聴
く

　�

勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
眠
れ
て
い
る
？

　
元
気
な
い
け
れ
ど
ど
う
し
た
の
？
等
々

●
繋
ぐ

　
専
門
の
相
談
窓
口
へ
の
相
談
を
勧
め
る

●
見
守
る

　
そ
の
後
の
経
過
を
気
に
か
け
る

お
知
ら
せ
　Inform

ation
3
月
1
日
～
8
日
は
、

「
女
性
の
健
康
週
間
」

3
月
は
、

「
自
殺
予
防
月
間
」
で
す
。

３
月
３
日
は
「
耳
の
日
」
で
す
。
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会
社
等
で
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
退
職
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
に
切

り
替
え
る
場
合
、
市
町
村
窓
口
で
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
、「
身
分
証
明
書
」
と
「
印

鑑
」、「
退
職
の
証
明
が
で
き
る
書
類
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、「
退
職
が
証
明

で
き
る
書
類
」
に
は
、「
社
会
保
険
の
資
格

証
明
書
」、「
雇
用
保
険
の
離
職
票
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
へ

切
り
替
え
る
場
合
の

申
請
に
つ
い
て

日　時　2019年5月8日（水）
会　場　交流促進センター
＊�胸部レントゲン検診は、例年どおり村内を巡回
します。

＊�詳細については、配布される「お知らせ」で確
認してください。

　１日人間ドックを例年どおり行います。ドック
日時等については、決定次第お知らせします。
＊送迎があります。

　１日人間ドックを例年どおり行います。ドック
の日時等については、お問い合わせください。

山梨県健康管理事業団

特定健診・がん検診の
お知らせ

山 梨 厚 生 病 院

JA 山梨厚生連健康管理センター

　丹波駐在所前の丹波山村コミュニティサロンは
無料で村民開放を行っていますので地区や団体の
会合等にご利用ください。

▶使用申請書の提出及び問い合わせ先
　丹波山村総務課　☎0428-88-0211

午前９時～午後９時

村民及び村民により構成された団体

丹波山村コミュニティサロン
開放中です

利用時間

利 用 者丹波山村総務課
☎0428-88-0211
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丹
波
百
景

第
28
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
決
定

■
最
優
秀
賞

奇
祭
お
松
曳
き
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
生
義
一

■
優
秀
賞

寒
い
朝
　
　
　
　
　
　
本
多
忠
雄

七
ツ
石
へ
の
白
道
　
佐
治
多
利
康

■
入
賞

秋
映
丹
波
川
　
　
　
　
本
沢
七
朗

早
春
の
滝
　
　
　
　
　
清
水
喜
三

初
夏
の
丹
波
川
　
　
　
加
藤
光
一

熱
演
　
　
　
　
　
　
　
星
野
郁
男

早
春
　
　
　
　
　
　
　
新
井
明
夫

落
葉
イ
カ
ダ
が
行
く
　
田
窪
俊
和

秋
晴
れ
峠
の
彩
り
　
　
内
野
隆
造

■
優
秀
賞

竿
懸
の
舞
　
　
内
山
義
之

■
入
賞

花
笠
の
少
女
　
　
　
　
　
高
橋
正
仁

４
年
ぶ
り
の
再
会
　
　
　
菊
池
和
夫

《
カ
レ
ン
ダ
ー
採
用
》

１
月
　
熱
演
　
　
　
　
　
星
野
郁
男

２
月
　
早
春
の
滝
　
　
　
清
水
喜
三

３
月
　
４
年
ぶ
り
の
再
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
和
夫

４
月
　
春
の
息
吹
　
　
　
丹
生
義
一

５
月
　
七
ツ
石
へ
の
白
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
治
多
利
康

６
月
　
初
夏
の
丹
波
川
　
加
藤
光
一

７
月
　
竿
懸
の
舞
　
　
　
内
山
義
之

８
月
　
秋
近
し
　
　
　
　
本
沢
七
朗

９
月
　
丹
波
山
の
星
景
　
染
谷
　
博

10
月
　
針
葉
樹
の
森
　
　
高
橋
明
子

11
月
　
秋
晴
れ
峠
の
彩
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
野
隆
造

12
月
　
木
漏
れ
日
を
浴
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
郁
男

　第28回丹波百景写真コンクールの入賞作品が決定しました。
　応募作品数はⅠ部55点、Ⅱ部17点の計72点の中から厳正な
審査が行われました。
　最優秀賞には、東京都青梅市にお住いの丹生義一さんの

「奇祭お松曳の人々」が選ばれました。
　これら入賞作品を使用した「平成31年ふるさとカレンダー」
が完成し、現在販売中です。
　今回も四季折々の美しい風景が揃いました。入賞者の方々
を紹介します。（敬称略）

▲ Ⅰ部　最優秀賞　奇祭お松曳の人々　丹生義一

▲ Ⅱ部　優秀賞　竿懸の舞　内山義之

▲ Ⅰ部　優秀賞　寒い朝　本多忠雄

▲ Ⅰ部　入賞　秋映丹波川　本沢七朗

Ⅱ
　
部

Ⅰ
　
部




